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iま乙めに

弘前学院はこの1986(昭和61)年9月2711j'-ilJ点百j.l;j

の記念式典を行うことができた。この百年とし、う惟史を

与える時に， しなけれ

ばなら設いのではないか。建学の精神とはHかを本学に

関わる一人一人が再確認しなければならないのでは設い

かとの思いに駆り立てられた。

聖愛高校では1958年以来ホ…ムルームカリキ品ラムに

n言持・献身・奉仕』あるいは『正義・愛・献身Jを標
語として揚げ，この三つの2言葉を一つずつ年間詩療とし

て，その方策を考え，実践計画が立てられ，生徒への徹

底をはかっているが，大学では学期の説的の第1来に，

f本学は，福27・主義キリスト教による人務の完成をめざ

して……{1りとあるのみである。はたして f誕斉主義キ

リスト教による人格の完成jとはどういうことを意味し

ているのだろうか。本学院のぷ宗教主事の山胞素氏は

fわたしは植え，アポロは水をそそいだ。しかし成長さ

せて下さるのは，神であるJ (コリント人への第一の手

紙3章6"'7節〉の聖匂をいつも引用されたが，まさに

これこそがキリスト教教育の採点ではないだろうか。聖

書のみ言葉に学びながら，その教えを{云えるのである。

信仰を過して互いに学び合うことからキリスト教教育は

なされていくのではないだろうか。

1969 (昭和44) した f弘前

学院キリスト教教育のしおりiにはこのキリスト教の精

神とはHか，どのように実施しようとしているかが書か
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れているので，少し長くなるが引用してみる。

一..:f 1)スト教と本学院の精神

イにや院は明治1911(1886"!'-) 6月25rJ，今から801f前弘前教
会のrtに誕生し，桜島郡1y(1950年)4月には，短期大学(英
文科)が設立されて主

illJ立者は，小:例議一先生，教fiのら務には山鹿元次郎先生が
15tわっておられたのです。
それ以来，キリスト教による女γ教立は，伝統的精神として
継承され，本学説教育の特錠となっております。

ニ.キリスト教教育とは何か

-t-~スト教をパック・ボーンとする人間(人絡〉影成，すな

キジスト数日栴J(日本キリスト教&1の告白するf言煎1)に
よる新しL、人tl¥Jの形成でありますα それは，知的・情操保1.道

徳的教存と共に，主七の教ffをす‘ることです。人間は何のため

に生きろのか{人生の口的)を自覚し，その民的のために，知

的・情的・;意正、能人格の全体な傾けて生きる人揺をめざすので

-t-リスト教によれば，人生究極の目的は，千ゅの意志、をま~I って

これに従い，その災現のために坐さむことであります。

従って，ず，

O祁1を会nらなければなりません。神は，イエス・キリスト
よって鴇不されたから，

。イエス・キリスト~学ばなければなりま牧イエス・キ

ジス卜は，聖書:に全く現われているから，

。喜望書を学ばなければなりまぜん。型容は{瓦仰における夜わ

り，教会生品さとj通じてEしく学ぶことができます。

これがキヲスト教教育の内容の中心ですの

小学院の主義として奉ずるキリスト教は，福苦立謀長(プロテ

スタント)やリスト教で，カトリック・キリスト教ではありま

ミ.:fリスト教教背の方法〈詳細は日告す)

1. 礼拝

2. 聖書科とキリスト教概論

3. 献金数立

4. ホ…ムルーム活動(中i釘)

5. 支Eh:'tf;!;'教室

6. YWCA 

7. 教如iと学生，生徒との鵠人接触(カウンセリング〉

8. 寮生活



弘前学院大学紀要市23号

9. 教会，教会学校への11'，町奨励
11日11は教会へ

一一主のH(11日記rl)の起源と山木一一

~---r↓1\陥

1963年の存までは，学校ではH曜学校をIjTlき|主のf1Jを守

ってきましたが，残念なことに閉鎖されました。そこで，弘前

学院の全学生，生徒の皆さんは家に近L、i叶にある教会の礼拝(

l同校生以上)なり，教会学校に出席して「主のflJを守って下

さL、。弘前学院がキリスト教主義の教育をしているとし、うこと

は，キリスト教によって皆さんの精神が，品-も人間らしい人間

に形成されむことを創立以来碓1ト(してやまないからです。日曜

日は，学校では， 匂jの仕事を休み，礼拝に/1岬;して，霊のl':，~ 

をいただくnと広めてレむのです。
fl曜日は教会へ。

こんなにすばらしい『しおり』があったのである。こ

れを古いと人はいうだろうか。このような訴え，京内が

今こそ必要なのではないだろうか。

そのためには弘前学院が創設された頃に遡って，当H~j:

の人々が女子教育のためにキリスト教教育のためにいか

に心を砕し、たかを知る必要があるのではないだろうか。

弘前学院90年史の「あとがき」に型愛高校教諭の岩淵

玲子氏が書いている。 Iキリスト教主義教育における人

間像の欠如が論議され，建学の精神が問われている今

日，創立以来の歴史の中に，すぐれた人々をもち，その

信仰の生涯をとおして，具体的にわが校の建学の精神を

捉え得ることは大きな喜びであり，日甘--の誇りであると

思う(2)oJ

振り返ってみてその人の伝i{rjJの生涯を通して，キリス

ト教主義学校のMたるかを考えることも大切であるが，

私たちは今，キリスト教主義学闘に所属するものとし

て，日々の生活の中で明らかにしていかなければならな

いと忠弘そこで現在，私たちが誇りに思っているスク

ールハウスでの「生活教室JIリトリー卜」について述

べたいと思うが，その前にまず， 100年前に宣教師たち

が日本の女子の地位の向卜ーのためにどんなにか力を注し、

できたかを考えてみたいと思う。

11.弘前学院が創設されるに至る時代背景

日本の開国は1854(安政元)年ペリー (M.C. Perry， 

1794-1858)の強引な要請によってなされた日米平日親条

約で始まり， 1858(安政5)年には幕府と米国総領事ハリ

ス (T.Harris)とのあいだに「日米修好通商条約」およ

び「商民貿易章程」が結ぼれた。ハリスはその折衝過程

において条約草案第8条で日本在同米国人の信仰行為の

lA 111・礼拝所建立およびその保議を求めた(3)0

この条約が1859(安政6)年に批准されるとともにキ

リスト教宣教師はわがLWにやってきた。米国監督教会
(Protestant Episcopal Church of U. S. A.)のC.M.ウィ

リアムス (C.M. Williams)やリギンス (T.Liggins)， 

米国改革教会 (ReformedChurch in U. S. A.)のフルベ

ッキ (G.F. Verbeck)とともに米国長老教会 (Presby-

terian Church in U. S. A.)のヘボン(1.S. Hepburn)と

S.Rブラウン (S.R Brown， 1810"-'1880)手である。

彼らはし、ずれもキリスト教の宣教nl1i，牧niliとして公然と
日本・に上陸した最初の人で・ある。明治政JHになってもキ

リシタン抑圧は解かれず，宣教師たちは日本に上陸がゆ

るされたのにもかかわらず，すぐにはキリスト教の伝近

を始めるというわけにはいかなかった。しかし，彼らは

閑班と|却し、ながらもよく日本語の勉強をし，型書やトラ

クトなどの日本語『沢をこころみるなど伝道がゆるされる

日のための準仙に余念がなかった。しかし，キリシタン

禁止の尚札が撤去される前年の1872(明治5)年3月改

革派教会宣教fllliノJラ(1.H. Ballagh， 1832一一1920)によっ

て横浜公会が設立された。

ここから津軽藩の本多府一，会計上藩の)1:深促之助， 1i!'i 

村正久等がノI~まれ，ブラウン塾に学んでキリスト教伝道

者として献身するに至ったので、ある。

1. 7ェリス女学院の場合

日本のキリスト教女子教育の草分けとして1870(明治

3)年横浜にミス・キダー (MaryEddy Kidder， 1834 

1910(41) によるプヱリス女学院が創立された。

ミス・キダーは S.R.ブラウンの再来日を機に同行，

1869 (明治 2)年8月27日横浜に到着した。初めはブラ

ウンが新潟の英学校の教師として招聴されH、任したの

で，ともに新潟へ行き， 日本語を学びながら，日本の少

'xたちに英語を教えた。 1870(明治 3)年7月，ブラウン

が修文館の英語教師となったので， ミス・キダーも一緒

に新潟から横浜に米て， 111 f. 211岳地のプラウン主に同

}，!L プラウンの紺介でI~lj ~二 9 月から)丹田地39番地のヘボ

ン掛の教師として 7人のIIJ!Eた、ちに教える。翠1871年ヘ

ボン夫妻が上海にいったのを機会に， -9.-子教育の基礎を

かためる。 1872午7月ヘボン夫去iが帰国，ヘボン塾で行

っていた女子教育の場を，権県令大n>ji-の好;恵、によって
野毛山の県庁'!，c舎に移すことになった。さらに1875(1リl

治8)年111子178吊地に校舎・寄市舎を落成，学152の創

設と維持に尽力した本国のりフォームド教会の外国伝近

協会本部の総主'jt:のず1をとってプェリス・セミナリーと

名づけ， 6月1日開校式をあげた(5)0

ミス・キダーは~1I:j:のアメリカの婦人たちが上甲子』とし

ている敬虚(信仰心に篤い)，従JI岡(夫に従う)， 711純

一一 88 一一
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〈貞操を守る〉そして家事紛がうまい女性じ 女学校の最初の入学者は6名，国語と英語が教捜され

なるようにとの夢をもっていた。彼女は良さクリスチャ た。ノt:.徒はすべて弘蔀から遊学したものだった。

ン'ホームをつくることを奨揚した。家騒続人になること 当時，弘鵡には小学校〈女子ばかりのものはなかっ

どんえまに大切であるを教えた。さらに日立するという た)，中学校，男主師範学校， E豆学校があり，東輿義塾

ニとは，他人のために(6つ卒f1:することによってn分が ゆ')には[，(T-部があった。弘前教会の本多紺.(1849 

生かされることを理解することであるとしたのである。 1912(!的牧師はキリスト教主義の教育を訴え， 女子教符

の必要と急務を前i感していた時だったので. )遺設愛!l:学校

宣教師じよって私学が私塾の形でつぎ、つぎと設立され

た城. 1870 (IsJ治3)年2月に政府は大学・ 111学・小学

校を合む学校計i耐を示した。 1874(明治7)年には文部

大輸出中不二府は女子抑;向学校の設置を建議して， 3E! 

1875月11月女子師範学校がが開校された。 1881年にはむ

計具視が5fiの女子研学生を伴なってアメリカヘ 1882

年には[学制Jが頒布され，東京女学校，京都k学校が

設なされたのである。

1874年，青山学院の前身である海岸女学校が設立され

たが，米間メソジスト・ょにどスコパル教会のミス・スタ

ーンメーカーはミス・キダーとIi:iJCように，日本のj弘潔

り絞弘託手;吟見習を重んじながら友子教

育を行おうとした。そしてその目的は，生徒たちをよ

、学巳 よいキリスト教信者 goodscholors and able 

Christian workersにするのみで、く，やがてよき主婦にし

て，よさ誕，よさほとなる女らしい女性womanlywomen 

を育成することであるめとしている。

2. 弘前車排除の場合
1882 (明治15) 年，メソジスト派外[~J伝道協会(8) (米

国奨以教会{ぷ沼会社〉は函館にキリスト教主義女学校を

開校して，消波女学校と名づける。

1877 /，ドメソジスト派外|卦伝道協会が派遣した宣教slli

M.C.ハリス (MerrimanColbert Harris， 1846-1921)は

1878年函館ι赴任，誕のブローラ (BestFlora Harris. 

1850-1909)とともじ北権道における最初の伝道者とな

った。 ミス・ハリスは和歌を作るほど号本文学tこ傾倒

していた時人である。後女は樹揺での女子教育の必要性

“Heathen Woman's 

ーヨークのミペヱス・カロライン・ライトを 8') 惑主主さ

ぜ，ライト夫人は!とき娘のために帯積していた外貨を

そっくり献金，斜塔余は{患の人々から寄せられた献金

と合せて. 1878 (悦治11)年，学校長IJ立のために最初の

教師を派遣した。しかし最初のご人は韓康上あるいは怯

の理IDのためすぐι帰国，主人什の1881年来日のミス・
ハンプトン(1853-1930(昔))が準備を整え，松ILi藩宇野

兼三(詩人内藤鳴瞥の弟〉を教師として桁聴した。遺愛

のう生i徒徒.たちがみな弘!詰副前ii泊ijf日問l百巧!iJ辺のキリスト教在信i名者ゐのr一一!;.:
う心ともあつ ωてとに， ミス.ノハ、ンプトンと|協品議の L:二斗_. J，逃立愛k女a 

学校の縦i伐2の .臼剖部lを弘前教会内のk女‘学学t校|問!H別|日J設のために{使吏
用ずることに決定した。

1886 (明治l例年6月258.ネ;多庸ーとミス・ハンブ

トンがjなi煽した女学校は米徳k学校(ミセス・カロライ

ン・ライトの字iをとって〉と弥して，弘前教会内に誕生し

たのである。

業'1:.があたり，初代校務担当者(校長〉に青森から111版

元次郎(1859-1947(1りが紹かれて， ミれにあたった0

1887札

受けていたため弘前遺愛女学校と改称した。その頃，弘

リスト教詰

る氏。谷川誠(1889…1910. 建造家〉もまた女子

教育の必裂性を痛感していた。そこで河志を募り，長谷

川誠五らが発記入となって i-fJ.:学校設立題意書Jを配布

したのである。この腿意書は女子教育の必要性を正面に

LUし，キリスト教主義であることは明らかにされていな

かった。この謝意識に賛同して資金を寄せた人々は 126

1'1，長谷川誠忠は女学校設立結社人代表として，寄付金

をもとにして校舎を新築。校舎だけでは女学校は成立し

ないので，婦人伝滋会社と契約を結んだ。この契約書

(在約欝〉の相ーとして，

M人立教会社は本校の為め-11の女教al!jを選任し，且i司会議i告
をはて経弘、な対jWJせらるみな刀、て，本校教育の主義を基督教に

JI;，iり，教育主権，学科制定，校則のi忍Ilf，結社人会の会長，学

1&舎の議長;等の織を女教員lliに持去すべし(12)0

と，ここ スト教主義の学

校で島ることを詩記しているのである。

1889(明治22)年5札長谷川誠三は学校名を弘語女学

校として，設立棋を青森県知事鍋島斡に提出週間後の

5月28誌に認IIfがおり山、よいよ開校となったので、ある。

弘前女学校ぬの場所は弘前市元大工JllI1番地，学校のLJ

iちは f柏1徳併j援を読とし女子に高等及普通の教育を授吟

yd良にして有用なる綿入を養成すωjとしたので、ある。

このようι明治の初期から宣教師たちゃ多くのキリス

89 -. 
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ト者たちの熱烈!な善意と折りと浄財とによって♂女学校は

設立された。 t:子教育は次のi時代を産むものはほである

とし、う考え，どんなに偉い人で島っても母があればこそ

であるから，女子の教育は重喪であると考えられたので

ある。その母を内側から成長させるものとしてのい仰〈

訴り)を教えることを宣教師たちは決しておれなかった

のである。

諜e 弘前学院の建語辞の韓神(目的〉

弘語学院がキリスト教の精神に本づいて教育がなされ

ていることは}巧知のことであるが，ここで， w弘前女学

校歴史Jや『弘船学院90年史』合見ながら具体的な方針

がどのように変わってきたか，あるいは少しも変らなか

ったかを確かめたし、と思う。

1922 (大正11) 年4月， 東輿論拠;再興の日， r講堂
にはく敬神愛人〉のみ;多感ーの額が掲げられ，基督教教

脊による精神教育の円以がなされた邸')Jとある。 また，

遺愛女学校の場合~;t， として

n針rjJ(犠牲奉仕』があるぬ。
遺愛k学校の三三大精神について1919(大正8)年 4月

間校の新内え三太郎幹事が新入学生のために行った講話に

よると，

小、校には開校の当初より校長名:初め職員生徒一 I ，~Jの，指く!手

くれ夜に服腐せざるべからざとに三位!のlij"条がある。之を 3S 

議とL、う。校j乱も之に撮繍し，陪義も之に依りて向上すなれ

ば之を遺震の精神とL、う。

討をか三s .:t-:義とするか一べこ IJ く日l~J (Shinko)-_lこれく

犠牲 (Sacrificりく奉仕 (Service) ーをヂ二を~

(えば~1:í"f目[も ~fH:Sの付いてmるを見ん， rl!りて之を
二S主義というのであィ o

Jt".~ j三伺l

英di?にてよな(ド設ith)という。正義の付神，父

なとj 神をい卸する 'jl:である。 lj' I~J泣高らが自らの力を 1，\-ずると

いう間μ自在1.¥"にあらずしてや11をずるがである。人に告〈刺すと〉

にあらずしてイ仕方自の父なと〉子Ijlに依頼す乙精神をいうのであら。

一小路一一

日仰は山崎にz減主なり， !1~神nなり，泊三;ご'五行なり，

K・其ーさと欠く 11札1"f[11というとものい判!ではないのでJラー
lt二:犠す1:
犠牲，:!Ji:r出口てとな (Sacrifice)とL汁。

中時一ー

に犠牲とは己の凡での快又は仙人に就くす1伊で

。し我が凡'A¥，1えが，~il"I~Jのためにならんには我臼

われてキヲスいこまでらる Lもみ、制う)貯なり(ロマ9の3)と

はポ…ロの犠牲のWirl11であるO
一判長

「人その友のために日の生命合主っと之より大なる愛はな

し〈ヨハネ誌の13}Jと教え斡いしキリストは十字裂にか L り

ま合えり O 我は己がけを紳の悦び給う潔お活けお供物として献げ

ねばならぬの fr4ff!l生川とは反りも由:さず犠牲の生活で，家腿に
りても，学校に拘:りてι，社会に!日てあこの精神を欠いては
ならぬ。

英三三 本

奉仕，英語にて之を (Service)とLづ。

-rjl略一一

信頼の生活，献身の?と主活に加えて，会く併症にJl制定奉仕すど〉

生活である。日IJt.>持の2誌を己に躍し新しき人となりて活動すど〉
がで2ふる。 r~lの霊安受けんとせば，

第一 相が必~である。詳でも自分は此処に・人で立って

治るのではなレ。自分の向い[叫には科1がわゃんと立っ

てj諮ると目、うたら自分の心の誌から何かの校、が自ずと

誘き出て，その神の方に動いて行かざるを得ぬ，それ

が胤1<;である。一一議長一一

坑コ讃尖，この天地に我一人あるにあらず，神ありと忠、

い，千rllは米地をJViく宏大に，かく栄わLくi主り給えり

とj払v'，新1のブ]， 害時!の矢Il:~:， fや科衿tヰ中i宇1の他はこの大天i地臨の全全. 
体より小さ2き雪物までも充雪も，i濡稿高蒔iちてし、る事などを忠うi吋i時与
には我等等恥は覚えず「ああ神の知識の1

γ1口1の1悶3)川JとJ讃讃桟桜⑨t性せt叩ざるをj待尋ぬ。

出三感謝，手I1が夜って世界の万端に{酷き，自分のえて校導

いて諮る事を思う時には，友会摂i壌の怒愛なのに!芭離の

心が起らずには清られぬ。

一「中路一一

治PLI 働|お 一一i神高一一

第五 挽iE，恥U:のとuおはIrftJ皆、でトあお。静かに盟、いな緩らし
て神にJSじ，キリスト者三受ける用意が誌だ大切であお。

一一中時一-

!~S六 聖書， ~~!!=を読み之を思うヰfによってやれの子の姿は主主

々円i誌になり，衿の子のFIi日が現われて是正るばかりで

なく，やT，争ヲスト，宅霊の内特がよく分ってくる。

之がために烈:許の教;おま小、校故も京大なる学科'"e，
ffuの高等女学校と興なお.'!，iJ:l全く此処にああので

二 直ttO)事tJ:.班接に?ゅの為に活動す ;;J~çである。毎日

奈川も

待遇， Iし:JOてそ山めて礼tドしなければならぬ。又神のj認め
為(てなろならば大いにううめなければならぬ。

一一小時一一

以上JP;fJl1， 犠主主， 奉仕松本校のこi大路神という。学校に寄
訴する占ι家寵よりよ的学すゐ千?とを11[1わず口'if;の生活性凡てこ
の".大路争中脱するギの校mの恭礎事を会Ilt.Jねばなら

長々と遺愛k学校の三三大精神について引用してきた訳

は，このこ大精神こそが多くのキリスト教主義学校の建

やの精神となっているものだと思うからで島る。もし1え

在もこのようにおこまかく解説されているならば，そし

てこのことが生詑・教職員一人一人に詰潜しているなら

ば，守!~校は勿論， jitの ljJ も休み心地の良いものとなって

いるのではないかと忠、う。このさ二.大鰐神はキリスト教主
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誠学校のものだけとは隈らないと患うのであるのきて，

弘前学院の場介はどうであろうか。

前述のように1888仇長谷川誠三が女学校設訟のため

の腫怠汚を配布したが，そのf也君、芹は，

女子は文JlJjそ主む川rなりとはl山j哲の確瓦なり。 11&'こ社会の
;生みたおと道まざるとは1主の出女子科i忠、の多蓄を以て渋1Iむこと
そ得べし。一一時一一

女子の教育羽!誕の汚|環に関すと〉大なり。社会改誌に;忍あるも

り。下山‘去最新の今 I~I に 311 り，

Ji!J処蝶々 1毛利を論ぜざるなく，億
りて誌記述の教師;をi!1!えプ己lJi!iO)女学校;仕立

くみを以て急務となせり。一一時一一

!I，Cj呼認協の諒(様糾H-:JIHl&;其;w拙の教存在〉こうして文明の/;)、
しめ， -1むの党孫そして孫件謀たらLめんことノt'.

りな時。j

とあるが，設立離意書の同志たち者の多くがキリスト教

信者であったにもかかわらず，中リスト教主義であるこ

とをうたっていないのは，当時はキリスト教に対して反

感を持つ人も少くはなかったから，一椴人からの寄イナ金

が少なくなるのを懸念してのことだと思うのである。

その議長谷川誠三が米凶対人伝道会社と交わした nf約
書~ (1889 (明治22)年〉には

に取り……Jとあったことは前述の通りである。

1893 (明治26)年11月，弘蔀女学校は規HIJを改正し

て，これまで‘のお等小学科を崩して，尋常小学科 (4

年)， y科 (4年)，本科く2年)とし，ベつι子工科専

修のための選科(1年〉を設け，定員を 100名とした。

ところが，これが認可を受汁るとき，教則第5条として

申請した子女fノ徳性ヲ発達七シメン為部方自科トシテ本

持教ノ烈教ヲ設川崎」は許flHこならなかった。県知事佐

和正は教期改正は f願之越隠Jrtiク」としながらも fm教

条並課程表中野H千ハ之ヲ鵠j捻スヘシjと{尺し書ぎ

が付いてきた。これに対して弘前女学校側からは，コヤリ

スト教教義を教授することは当校の重要学であるから，

これを削除することは撤回してもらいたいと，再三県に

対して中入れをしている。

教育と宗教の分離が， 政府の方針測として明瞭に表示

されたのは， 1899 (1りj治32)年であった。それによると

官公立の学校じおいては，いかえまる種類の学校合間わ

ず，宗教上の教育ならびに議式の挙行は一切許きれない

ことになった。私立学校の場合は小学校，中学校，高等

友学校のように，学科課程に関して法令の提:乏のある学

校は宗教教育はできないが，私立の専門学校のように，

学科課程に関して別段法令の規定のない学校では，京教

教育ができるのである。

弘前女学校の場合，尋常小学校は宗教教青はできない
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が，予科や本科は室長良の学料課程により，高等女学校令

ιは規定されていないため宗教教脊がで設たわけであ

る。豆、議女学校は本多Jtff--がキリスト教伝送をも考えて

長Ih~ょした学校であるから，学校教育を過してキリスト教

信者を育てることも一つの1-1(l~であったのである。

弘龍女学校の設立者であり，校主であった長谷間誠三

は， 1905 (鰐治38)年顎か

と訣別していたが，弘前教会との話合い応よって，学校

設立者を変更することにして， 1910 (明治43)年3月本

多溝ーが学校設立:者?となった。それとともに学期変更が

東議され，同年8月武田木県知事によって認 11Jされた。

ることが明記

きれている。

私立弘前女学校規出

第一章総長Ij第 l条 本校ハ女子ニ須製ナル教育ヲ授ケ

抜書教主義ニ )I~"ヤ人格ノ発達ヲ悶リ家庭及社会

ニ有用ナル淑;女ヲ養成ス

活二条以下一一時一一

1912 (明治45)年3月23fl

の埼で亡くなった。そこで学校では授地校舎の一切を米

関メソジスト教派の婦人伝送会社に宙付した。その結果

1912 (明治45) 年 7月18日から， 婦人伝送会社の代表

者ミス.B .アレキサンダーを設立者談校長として，弘

詰tr女学校の経営は弘前教会が行うことになったのであ
る。

1915 (大正4)年，学民IJ変史が小出本県知事ιよって
認可された。そしてその学兵Ijには教官勅語がもられてい

るのである。

f第一章第一線

鼎旨ヲ J恭シテ友子に須要ナノレ高等法通教育ヲ授ケ家賠及

社会ニ脊Jflナル溜女ニ義成スルヅ以テ lHIヲトス」そして

その年の生徒心得には，

幾神愛人ノ:本旨ヲ遵奉スベシ

二，勅語ノ!明日ヲー卒殺シテ忠孝ノ大道ヅ実践スベシ

日以下一一部長一一総

ここに東夷義塾が再興された汚に本多1Mーの額く敬神

愛人〉が掲げられたという，この言葉と同じ援な音葉が

入っている。この誌購がfl1J~長選ばれたかの説明がえEいの

で理解しがたいが，ここで初めて)í~'{寺教主義に)l~つP くと

いうことの共体化したは揮が掲げられたのである。

1934 (昭和9)年県学務部に対する「学校の徽主校

~1I ~j手ιl叫する科 についてのLu1答によれば，付本校の畿

r~:vニついて…1915年11月 10尽に岩木iむを校章として制定

〈校旗と共に〉したが，その山;ヰくすこ「む白木IUは本校舎の

正面より，よくその秀艇なるIU穏を!誌望なし侍るが，11:. 

徒が校校しこれを院議するごとに心気自ら新らたにし，
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その心性陶治に資すること大なるを覚え，ニのI!l容をと

って錨草とせりJ..…・とある。

(斗校訓について

Cむ校歌の歌詞に示される粕持

母畏神愛人

し， !酎??を純潔にし，意、jちを馬空間に

し，容犠を鴻正じし，言葉を温雅にし.以って淑

女的Mdをを養うこと……のさ三項を主なる校章11とす

る織。

よって，弘前学院の

校謬11が掠認された。弘前学院の建学の精神はここに，こ

の『県神愛人J神を畏れ，人を愛すことにJ凝縮されてい

ることが珂!解されたのである。この校訓が受けつがれ，

1958年からのホームルームカリキ品ラム委員会ιよる高

等学投開語引言1rp.隙身・奉行』が設定されたのである。

ニの f信仰・献身・奉{Uは次は述べるスクールハウ
スでの生活教京・リトリートιよって兵脱化されること

になるのである。

話.スクールハウスの農史

弘前学焼スクールハウスの底史

1959丹7月 幼稚闘の建物を移築して，青森市野内大字

j長虫字盤谷 199の1に究成。

1960年4月 中高ヨ:.， '1:.話教室始まる。参加費@400PJ。

1963年12丹 弘前学説浅虫生活教室機関誌『みぎわ』発

1977年4月 岩木青少年ミスポーツセンター(中部岩木町

常盤野字湯段1の2)借用。

ハレーボール，パスケットボール，卓球，

山本~Jj登山(中時〉まで出米るようになる 0

1977年S月 中部岩木町在沢字小松野に約800坪の土地

を購入。

1977年10丹 二階建て総建坪 190.T、Fのスクールハウス建

設に着工。

1978年5丹 山木医少年スポーツセンター借用。

参加費φ2，000PL

1978年6丹 スクーノレハウス鉱堂式。

1978'年7月 7月19日から4日間1，サマーキャンプとし

てスクー/レハウス周辺の盤櫛〈グリーンベ

ルト，出掘り，上留め，補作り〉を実施。

1978 if. 10月 ノ1:.活教室， リトリートをスクールハウスで

開始。食事の準備は炊事婦を頼まず，ラif乍

の一立として学金たちが担治する。

1980年5月 ドイツ人牧師アーノルド・ルスト民委主主110

19811r: 4月 スクールパス「めぐみ号 ~J春入。

1982年5月審加賀2，300目。

1984年 豪雪のため段掘が譲れ，また，ボイラーも

使用不能と年り 5丹から{史泊。

1984年10丹 ドイツ人宣教師グル…ヤ一氏客船。

交換留学生ジュディ・ドラグーさん参加。

1985年 参加賀2，5ooP=Jo

1985年3月 隣接地の森林約1，8∞坪購入。

行。 1985年5月 スクールハウスのまわりにななかまど.

1968年 参加費@7oo円。 J九しらかばを揃える。

1印96的9~年守年て 3 月 Fみぎ

1印96梯9主年午F手:5月 j浅交虫f生七;活百教室詐開!設10[，問巧年記J念傘礼拝。 干可号会一~… 1叩98邸5年1ωO月 交換教授シヤノ一ワ…夫嘉護拳参加ο

平111説子，奏楽一間主主世紀子，説教一野品 1986年9月 隣接地の森を整備して[めぐみの森jのそi

章子。 持を設置，野外集会場に叫ヒバのベンチを

投誼する。

PTAの補劫によってノくスでfl:援する。

1970年3月 fみぎわj第3号発行。編集担当←ノ1:.活教 1. スクールハウスが襲撃てられるまで

宝専任教訓 iF~11採子。 型.愛中高で、の夏季移養会について記録されているのは

1970年5丹 スクールパス[のぞみ号j 購入。 r弘前学院90{F.~とω，pこ 1956(昭和31)年 7 月 26訂から高山

参加費@1，2ooPl。 揺i許可神社で、中高夏季移譲会が行われ， 11-'学校の講師は今

1971年4丹 4年制大学開設にともない，短大・大学で J比三良fS牧品lli，尚校は東北学院大学教授広域森氏(現遺愛

は従来の「浅虫生活教室jを 11え虫リト J) 学院院長)とあるのが段初であるが， r弘前学院八十年
一ト」と名称を変更。 記念小認j~こは卒業生の忠\，， 111 として昭和27年 8 月，中

1971年 参加費@1，鉛O円。 学 2/q:.生の生徒が，当時下級午Jま 4 名にm~ られていた高

1976年6丹 参加賢@1，6ooILJo な稲手ij神社で、の修議会に参加したことが記されている。

1976年9月 浅虫スク…ノレハウス売却。 1もしも， もう一度出;jifさせていただける金ら高山の海

1976年11月 浅虫スクールハウス納め式。 岸に行d"，海鳴りを耳にしながら長IJり主の鋒大き，人間
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の!盤さ， '1:.“ぎていくことのすばらしさを話し合いたいと

!互います。それ以来毎年移譲会に参加さいぜていただき全

国カンファレンスιも出;おさせていただきましたが，や

はり初めての移養会である W，己6~U~ のことが強く思し

されます例。」当時ヰリ百一緒の行事がき診し中学1年， 11;~ 

校3年というよりも 1年生， 6年'1よという言い方をして

下級生誌上級生の指導のもとに，点If王に見出って学校生

活をj去っていた。 卜ー級'kが礼拝のお導， {tunの指導を率
先して下級生に手本を示めしてくれていたのである。

ぎて，J;~I期大学の移設会にß~lする記採は、

01956 (昭和31)年7丹11日，

)誌にて開鑑，講師は吉村1主 A牧師。

01957 (昭和32)王子7月25---27日，

学校で附く。

01958 (1切手IJ33)年7月21'"'-'23日，

泉で開く。講師北海道大学文学部一位1ftJII秀恭教授。

01959 (昭和34)年7月27'"'-'290，康平修養会を十二湖

が，どんなに忙しくても，イ L スが人里を避けて掛られ

たように人々や仕事を避けて心身を新たにすることを怠

つてはならないのである。

スクールハウスは開設以米多くの人々に利用されてぎ

ている。…人一人が心を鎮め祈り， t'I分を取り戻すため

にニのような場が必繋であることを自覚しなければなら

ないと患う。私達の身，体が，鰭践と

嬰であるように，私達の魂もまた， {三存IJを探め，粕:神的

に強くされるために霊の繍な必要とするのである。私た

ちは心身とも広英~tを譲なったら，再び人々の中に民

り，人々とともに生活し，学び，働くのである。神がし

て下ざるすべてのことを党え惑議しながら日々を過ごす

ように励みたいもので、ある。

次に， 1963年12)122El発行の『みぎ、わ』第1号に蝿げ

られた「ノ1:.活教室開設の動機と意義jを参考のために転

載する。

で開催とあるひこのように点々としながら夏期修議会 生活教室開設の動機と裁縫

は続けられ， 1959 (昭和34)年8JL ついに念願の 出昆素

スクールハウスの献堂式が浅山の地で、行われたので、あ 1.動機外的動機毎夏，宿泊施設や旅顕在需りて

る。 行ってきた移養会な学校の擁設

2. スクールハウスは何故建てられたか
1963 (昭和38)年12月に発行された ~1 B-

には元~長の小田伯士民， 1a杉英男氏，元宗教部長の I lJ

!昆素氏，そして宣教師のパースンズ氏が，それぞれスク

ールハウスが建てられることになった理出を述べてい

る。それによると長虫が選ばれfこのまま，近くに海があ

り，出があったからであるとし寸。それも濯のそば応決

定したの法屯徒連の希望を入れてのことだというので、あ

る。 136崩ーに， ダピデがIUや美しい告黙

らしいかj浩の業を見出し，カと勇気を

与えられたと書かれてある。又，新約霊惑のマタイによ

イニふスが海辺をJかかれ，あるい

は山で時を過ごされたとある。イ L スは心を鎮めて誹る

ことによって，精神を新たにされるために，静かな場所を

好まれた。神は，イエスが必裂とされる勃けをいつも与

えて下さったように，毛主にたち対しでもさまざまな問題

や毎日の単調な生活あるいは多忙なIJj占から解設され，

さらι神tこ近づいて，精神を新たにする場所として?に

グ…ノレハウスを思議して下さったのだと思うのである。

コによる初白書第6章31郎には， イエス辻関徒た

ちに人々を避けて寂しい舟ι行って休むようι命じられ

たとある。なぜならば，使徒連が食事をする暇も金いほ

ど忙しかったからである。私達もまた，しなければなら

ないことが沢山あって，非常に忙しい11);flを送っている
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で行うと年間の計僻次第では全

校生徒を順次~文犠，教育するこ

とが可能となる。

内的動機 マス教育の羽聴から，本学誌の

教育を護る。

j[ .意義 1. ホームルームの深化，発競の場として

の意義。

2. カウン々りング関係の場としずてお生活

教室。

3. キリスト教教育の場としての生活教京

生活教室実施饗墳

. ，.的年間，各学級毎広一[1正教師と生徒が浅出

スクールハウスで生活を共にし，生活を通

じてキリスト教による人諮陶冶に与かり教

nlfiと生徒とに親密な人間関孫を助長するこ

とtニょっ

こと。キrt1学校一治 :8.高校ニT(.，王自の
呂程

n. '[;.活内容
礼拝，続総会，ディスカッション，子供会

ロ…ル・プレイ(ディスカッション導入の

為の、j"j長1]).作業はと増作り).見学，遊覧，

運動， レクリ…ション，クッキ γグ実習

など。
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盟.指導者

院長・京教主事.宗教主{壬・学級担任・生

活教宜主{五係3名〈炊事抑治者2名〉

N.企画運問;
A.企L，r'Iは上記指導者に教務主任・学年 E
授が加わりこれに当たる。

B砂実施はよ記指導者が金鉢責任者 e交通

・炊事指導・諜記・会計。運動験生活指

導などの任務を分掌してこれに当たる。

V.経費 一年!=I400円，二年目以降‘ 450円(旅費改
正ιよる〉

(予算旅紫150，食事190，茶菓30，雑費80)

4月から縦月 4凹に分けて学校会計に綿入， mし不
参加者も協力費として 200円ft偲する。米・野菜・

調味料は:各白持参。

VI.主題 年開ホームノレ…ム主題と共鴻

3. ~生活教護 10年の歩み(聖波中・高校〉

1970年 3月に生活教官10年を記念して発行された『み

ぎわ』第3号の元患愛中・高教議野日幸子氏(現成美学

閥教諭〉の記録によると，

CD 1959年スクールハウスまでの7年期の祈りの持
ゆ 1960年生汗l教室開始から1962{fまでの3年間 (5I1訴で11

総学校が存続， rj-11をi徐く全学年が実施)
③ 1963"f.j立、降は学力向上，授業打数確保などの理由からμnl'tI

学校腕止，容 i二i制となる O さらに，両校生急増i誌にかかり，

学年のグラス数場加によって，全学年実施という目標から遠

ざかる。

( i) 1963年~1966年の 4 年開という長い揺関]は模'ぷの持。

J:)、liijにおいては，生活教宅はその目標のs磁の中で「キ
リスト教教育の場Jとしてを他の「ホ…ム・ノレームジ〉深
化発展jや「カウンセリングの場jであることよりも機

先してし、た。かつての全校生な対象としていた修薬会に

埠ずる拡大されたものとして受け入れられていた。並立立IJ

j顎の熱情は学校行事にtJItされはじめた。 2泊3nに，f) i 
卒者の期減など，数の増力[1は震の砥下へと数々の

もたらした。

いけ 1967年-1969年 r;t;ーム・ル…ムの深化発棋のtJ);ーと
てJ1:f;Ji教室が強制されることになり，このtl¥1は，各ホ

…ム・ Iv…ムの自治活動な推進すと〉ために専任の生ili数

量判当者(教師〉による指導となっfこ。

このように10年の間にスクールハウスの利用 E11YJも徐

々に変化している。このような中にあって，キリスト教

教育はどのように実施されたのだろうか。学較での〈教

室での〉授業とは異なり，各ホーム・ルームのドi治を11:.

活の基盤として践関されるようになった。部ち，少なく

とも，そこでは教師の指導が前向きじでるよりは，むし

ろ寝食を共にし，学Il:.JI:.徒そして求道者であるというこ

とである。そしてその金活の大きな要議であり， ‘つの

明確な顕いは，各自がキリストによってnを出かれるよ
うとの願いに基づいて持たれるさまざまな形態の対話に

よるのである。 l活し合いを過しての相互埋解からJJ:.まれ

るものである。

さて，第一回日の生活教京の操子はどのようなものだ

ったのだろうか。

毛;(pゃくずかごなど11三誌に必要なものがほとんど備え

つけられていなかったスクールハウスで， I当分たちがプ

ログラムを作り， r愛と負レめ」というテーマでの 2ti'l
38，ディスカッシ g ンの他に近所の子どもたちを集め

て子ども会をしたり，病設の慰問に行ったり，それぞれ

が与えられたれ:事を立花をもって行ったということであ

る。

1964年までじ中3，高1， 高 2，高3と41'吋の之主的教

室を経験した生徒紛の感想文によると，

r4回の生活教慌で，思い付け輔のは食事;である O それも
ぶりにもられたどんぶりめしなのであと〉。そして支出を思う

と，なんだか巨大などんぶりめしにls.¥，、かけられてし、るような

~rl:ì2にお九いみので、ある。たしかに長く総いたはずのμ針丹やデ

ィスカッシェンの時期があっというまにすぎ，朝食， Ml芝，夕
食の時間が{古も長く，食事の時間だけが..r1なしめていたよう

に瓦い、出されるのである。私たちの生活は， --tをして食べて，

捕し、て，日して，のくりかえしの生活だったように思う。この

ようなプログラムによる生活も，たしかに生活で、あろう。しか

し，私はこのような生活は生活教窓の良のあり方ではなし、と君、

O 例えば食事について，他人が作りf也人がもりつけた料滋を
緊焔しつづけてくたびれた胃袋に投げ込んでいるにすぎない。

当番制iこして，時には，こげたどはん，あるいは塩けの足りな

いサラダ;を，自分たちなりの考えで良分たちの労儲によって作

り上げるところに意義があると思う。

n揺いて，話してjにしてもとのままでいいのだろうか。 r先
生， Il~~1iの時間です。おいで!ごさし寸の説。来;こ始まり，繰る，

s溝誌のや[分間。持かにi:mたつきあわせている。鞍あとがj時に，
附と --1~{1とにわかれてしま.)とれでも共にある生活といえ

ゐのだろうか。どこまでも"先ノJo."であり勺t:徒"である。絶

対にそうなのだ。天地がころがろうが現在あなたは先生であり

1弘は生徒である。同じ場所でお，食事なし， I l.j じIl~を過どして

も変らない。 5~10分の休み時間合ノH走との尖のないおしゃべ

りで過ごしていても，そこには厳然とした去別がはっきりつい

ていゐ。先主，どうぞ私たむと共に弘治をして下さし、。そして

1'1紙で生徒な矢口り， JlllWfして下ざい。又，車、たおも共に理解し

てし、きたい。 xノ主と生徒の親しい交わりはできないものだろう
か。j

この中のj記名するべ主ことは， 主玉沢に移ってからはず

L 、ぷん改存されたと忠う。この浅山で、の生活教室は象炊

事のおばさんを 2人組っていたので，食事件りの時間は

ディスカッシ滋ン広まわすことができた。ディスカッシ
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ていただいて，鵠会礼揮に続いて行われる学/1:.の発婚に

接づいて 3 5時鍔も訴し合われたほど盛り上ったとい

うことである。

1964年からスクールハウスでの献金が始められた。制

る場所，食事をする場所，礼拝をする場所，ディスカッ

シ沼合する場所，ゲームをする場所，すべて一つの場所

であったため，椅r.テープルのある礼掠堂雑食会設が建
てられるようにとの祈りをもって献金は積み立てられ

百沢のスクールハウスが建てられる

a蕗となったのである。

4. 大学・殻大の1)トリート

〈富沢のスクールハウスがでZ寄る~1':)

短大では1961(昭和36)年5月から没教主が絡

まった。 1年'I=.はN， 2 /q:.![:.は秋にクラスごとじ突擁さ

れたのであるの

1971年，四年制大学がi用学されるとともに， I'U岳教

'.-juは 1) トリート」と改称された。 tiiTJ&:のスクーノレハ

ウスへの祈りが実駐することになる。しかし， 1リトリ

ートJとし、う名称はなかなかなじめず，何年 1) ト1)-

とはfl付づの解説がなされた。

ートjとは，退務会と L、い，日常'U，liの~か

ら退いて，静かな~lJや言語j!1で神について保想し，人生に

ついて，学1mについて，学ノt:.としてのあり方について，
社会問題，職業，結婚などについて諮り合う場なので

すJ と。

1)トリートは新入If:.にとっては，特に大学についての

オリ L ンテーションを兼ねる場で、あり， 上級/主 (2，3 

年来)にとっては専攻の学科について，あるいは将来ーの

進路，就職，結婚，家庭などについて掛り行う場となっ

たのである。

i支虫のスクールハウスが売却されてから田沢のスクー

ルハウスが建てられるまでの一年間， 17本青少年スポー
ツセンターを靖男して(1) トリートjは続けられた。そ

こでは詑米のプログラム〈札拝，ディスカッシ三ン等々〉

のfffiに体育館でのパスケットボール，パレーがーノレ，バ

トミントンなどのスポーツ，野外での散様，小登山(岩

本111の中復まで)などがで札 IJI菜取りをして食卓に添

えたりすることができたのである。

5. a沢スクールハウスでのリトリート
1978 (招和53)1f. ;会:願のスターノレノ、ウスが完成した

のは 6 月。 6 月 3013 のi普天堂式の~札当時zの学長だった出

烏信之誌〈現東洋英和女学誌i完投〉は式訟で「弘語学誌

のスクー/レハウスはキリスト教教脊の場として， 1959年

7月浅虫に建設されて以米，弘前学院の大切なパックボ

ーンとなって来ていると信むます臨脅し|と述べている O

大学・短大宗教部ではこの建物・敷地が与えられたこ

とを感謝して，その年の夏のサマーキャンプをスクール

ハウスの環境整鑓のためιfスクーノレハウスに最初の足

跡を.~，っと「労作ギャンプj を討嗣，参加者を募った。

1978年7月19日~招待の3治4丹，参加者は学生23

名，教職員 7ず1，

(現新島学園短期大学勤務)に芯援を願って無事実擁す

ることができたのである。このサマーキャンプによって

私たちは私たちの労作教宵挟教教育の第一孝を踏み11¥

したのである。

労作について

玉J/I学嵩高総長小原誠芳は 1W労』は万人，舗にnし
て楊くべき f一日不作， 織日不食Jの境地。Wf'r:dJはiji.

に作業の作ではなく， filJfFの作です。犠くことがJj人の

喜びであり，誇りであん義務で為ると思う在、は，

字を使いたい。減で働くか，手で締くか，足で鋤くか，狗

で働くか，ペンか，鋤か，ハンマーか， ソロパンか，そ

れぞれ異なりはしょうが，万人はみな;ffj--杯労働せねば

ならぬのである制。Jと常々私たちに教えて下さったもの

である。

労作はll'lなる職業指導や勤労や生産のためであっては

ならない。白日の真我発揮のために，自

くためのもの，すなわち人栴形成のためのものでなけれ

ばならないと怒れそのために涼一つ・つの')if'Fが，

徳的修練であり，指数I'tzJな陥!治でなければならないとdid:
r 
?o 

労作といえば，弘前学院では1945(昭和20)杯代ι学

校農闘で畑を耕やしたことが記録されている。 !nr青山，
小立，大;区等を椴え，収機物は全校生徒，教職員で分け

あったという。 IUのj二で礼拝を守ってから作業にとりか

かる。当時の欝況からすると農作業が行われたことは当

然のことでめったかもしれないが，労f字教育が40年もfIIj

から本学院でも行われていたことり発見法うれしいこと

である。

労しみ，作り，体験し，為し，試み，考え，行うニと

によって，真の教育に速することができると思うのであ

るO 突に1978年のサマーキャンプはこれを体験したので

あった。

このサマ…キャンプの実行委員の報告と，容加した学

Jt:.の感拙文なここに引用してみよう。

スのj時磁の数議会I:J的とした労作キ γンヅでめっ

のプログラムには労詐の持認が組み込まれてい
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作業は，ダラーンベルト， J:腎め，損保及び犠打fりのと:つ

にわかまして行われた。じっとしているだけで汗まみれの小で土

と取りくんだ。実器の作業は~!ìの*で安易に場えていたものと

比べものにならない法ど辛く，暑さも加わり，数f告も訴しかっ
た。だが弱苦を吐く古がし、なかったのは，法しい作業の中にあ

りてi'riJかさと深く感じとっていたからだと，官、ウ o樹D1"、て疲れたあ

とのレクリエーション，パーベキル…パ…ティ，花火大会等，

疲れ民てて，めいりそうになる気分を随分蛾り上げてくれた

し r京教とは」とし寸l越のディスカ、ソシ潟ンでは気J与を，)Iき
しめ考えを新たにしてくれた。楠ができJ:り，皆がその!'，をiIJt
ったときの感激は筆舌につきぬものがある。我々の労作は，だ

れからも坂長らオしるものでも感謝されるむのでもなし、。むし九こ

の先，ハウスを~毘する入の多くはハウス悶辺が幣備されてい

ことを711然のことと受けとめることであろう。無鎮の労換を

傍いた入はいえ記い泣ずだと諾ぶしている締j

ι実行委員は宗教部が願い，討i婚していたことをその
まま，川素直に受けとめてくれたことは大さな瀧きであ

り，感謝であった。呼びかけに応じて奉加した学!I~の一

人は，次のように述べている。

「労作，まさにこのキ γンブはこのに凶がれていた。先

生も学生もなし、。参加者はすべて労j!fil)者なのである ο 名山の敏

速な作業:のもとに仕事はjG々 と進み，市むらに濯われてし、たドIj
は鱗く器;こ階段となり，永沼りはi持制Mって流れ出るよう i二l，

正面のき本も湿地苦になど》ょう rtt舗がで 3 た。主J3i主のfl~な賑わ

と，:(，:畿のような完慢さには欠けてレ泊。 tBう1Cl:..)たもの

の，樹久性には自信のネいものが苦手L、。しかし，スタールハウ

スを良に自分注のものにしようとなん上った姿に誌，さ主き始め

るという前向の姿勢を見出すことができると怒う総j

このサマーキャンプを実施したことによって，スクー

ルハウスで‘の'I=. i月は，学守1 編入 A 人宅ピメE~jぎらせ， 色分

を取り戻させていった。そしてまた学生たちは向然の手

ごわさを感じ取ったのではないだみろか。

プレーベルは f人の教宵J の中で「人間と臼然とはJ~

に神からIHて，持によって矧'人にされ，神の中に生存する

とし、うことを教脊，教J受，教訓|によって，人々にlリJらか

に意識させ，そしてこれを実仇治に於て，悉く役立たせる

ことは，教育全体の義務である悦J といい，又， I神は

絶えずWl造し，間断なく{敷設たもう。神の考え給うと 4

ろは;.して， {!:!おであり，行動であり，出産である。持の

考えは悉く創造力をもって産(11，)，実現的に{動き，

と行動とをiiljj設しつつ永遠じ進むものである斜。jとレっ

てし、る。

在、たちは，ね1]から与えられた身体を'1.:.かし，知患を働

かせ， IU，!iのltlからあらゆるものを創り tllL-n、かなけ

ればならないのである。 f本を動かし，?Fを流すことによ

って色みだされるもの，J[])哩を働かせて生みだされるも

の，まわれの人たちとの:15し奇いによって，あるいは協

力し会うこと心よって弓iみだされるもの，人それぞれは

やjかを創り出してしぺ O それぞれが与えられた賜物を主

かしていくことが神の命令に終えていくことになるので

はないだろうか。

ヨハネによる悩者議第4やt34節じ「わたしの食物とL、

うのは，わたし合っかわされたかたのみこころを行い，

そのみわざをなし遂げることである」とある。私たち人

間は神が創造された大内然、の中に位股づけ‘られた時に，

神のf'FI¥llとしての自然ι燐;換し， I'.J然の背後にいる創造
者を認めることじなるのだと思う。太 l~ 黙の中にいる

時，精神的なあるしぺま肉体的な働きを懸命にする特に，

在、たちn身は11隈なものであるけけれどもnf能性が大き
くr，号かれていることを感じるので為る。[""あらゆる労作

辻持への奉仕で、ある紛j といわれていることを覚えてし

たいものであるの

このように労作広ついて噂えると， スクールハウスで

のノ1.:活は学lf:.・11:.徒IlfJit‘の刻tI化学'1:.と教師との親i也

自然との対決への11が問かれるという 11(1せを充分に果た

していると}~う。

lìな述の浅.01.'J:.同教室の峨;11!文にあったような教i'~I1iと 11

徒(ザソりとの断絶は作業を過して解消されると!ι うし，
食事fFりも， ('1"業の鳥っとしてI'J分たちで作るニとにな

り， IUJ越は解決されたと!払うが，食事の時間は，1幼Iiと|斗

じように全体のヅログラムの対はとられてしまう恐れが

ある。そのためは会中'の誌な後の珠嬬，あとかたづけの特需

を作業の時官号としてわりさiてられる工夫がなさ永たわけ

である。この奈の時間は野外の場合もあるし，地内の

場iT もある。例えば秋には f'~ 分たちが-与に植えたIJ、さな

木の零剖い，;窓口の嘗聞い，控内では比作り，Jよみがき，

j埠子i挺り等，やるべき{!:い工っきる 4とがないのである。

大学の 1)ト1)…トのプログラムは，開会礼拝で始まっ

℃閉会礼.Hi'C終ゐ。このrUlのプログラムはクラスごとに

ら;~教奈良が持ち'I\å って相談をして作り上げる。ディスカ

ッシ没ンのう子…マもそれぞれ工夫して提供され， I訴しfT

われる。キャンドルサービスはどのクラスでも成功して

し、る。ロ…ソクの灯会みつめながら，教I'll!iや友人の， i，~fニ

ヰを傾け， n分の内rfliへと 11を向けるひととまである。
ートの京IA]Jで，宗教認はそのf判定の

l'のねらいを，Jfえる。これによって最近の

を掛り返ってみたいと思う。 1979年のものをはると，

さまざまな品等学校から入学してさた諸島liは，本学が

々1)スト教主義大'芋であることを，入学式じよって，あ

らためで ['1覚したニとであらうつ

本学にオ'ciける学11ソ1:.活にあって， このことは決してず1

I j I'i'Jなものではない。したがって， リトリートは，礼枠
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の守り方，噌識の開き方，讃美散のうたい方等，はじめ

てキリスト教ι設する諸姉が，必要不IIf欠な指導を受け

る機会で島る。もちろんそれだけではなし新たにむ本

山麓に建設されたスクー/い、ウスの環境事長備のために，

さまざまな作業を実施し，これを通じて学セ相互の友情

の樋譲に資ずる機会も{乍られるであろう。さらに，が加

していただく鵠先ノf:.方から専門調究の一端をJ皮面してし、

ただいたり，人生のさまざまな鉢験を捕っていただいた

りして，夜の一時をすごすことになろうの

そのようにLl的は三三方掃にわたるが，参加してみて，

それらが慨然一体となった土日 1'111となることは|リj柿なこ

とである。

そのために，各グラスごとに，宗教番員を中心にして，

独れなプログラムを1E:jlhj.立案・実施して欲しい。ポ教

部のスタップはそれι持する坊言は惜しまないことだろ

う。また，ことにあたる宗教委員の諸締のために，研修

会が良孝訓練を先輩から受ける機会としてもうけられて

し、るoJ宗教部は京教教育を第一の山下jとしているが，
英米文学科，日本文学科，家政制それぞれの専門会f過し

て内分の存在i!lli似，子子主意義をはっð'り 1~t足して欲しい

と願っている。

1980{f.の2. 3年lムjけの:案内では，

学院のスクールハウスは，

したので，今lりiからスクールハウスにおけるリトリート

も従来のやり方から，思想的・精神的・宗教的教脊に松換

することになった。それに伴なって従去のリトリートの

主題となっていた職業の問題，就職の部組，結婚の問題

に関する芸題から，J1¥く人4:...~般の i問題を取り上げる方

向に進めていくことにする。

学生・教職員が参加する場合に共通の話題を得るため

じ，各科が説読本を用いて参加者余員があらかじめ読ん

で米るようにしたい。いずれの磁読み;も i'Lと死Jをテ

ー?にしているものを選んだので，〉ij教的観点に立って

IiH揺を散り上げることが可能であろう。各グラスでは発
題者を数名指定して，話題提供に一役を演じて欲しいと

願っているの

D2 太宇治著 『人IHl失格J

J 3 摺殻雄著 n乱立ちぬJ
E3 へミングウぷイ著 『老人と話aJl

1981年には， 日本文学科3年は渡辺淳一の F花埋み』

を過して「女性の生き方Jな諮り合ったのである。

1984年後期の案内には， iかつて，一度のリトリー

体験を持つ諸姉にとって，一野充実したものを{宇り上げ

る心の準備はすでじ充分であるう。諸姉の集団運営のコ

が現場で充分に発弾されることを期待している。

キリスト教教子干の一貫としての存・事であることを認識

した kで，今回は更に，森林浴を通じて，臼然保護をも

考慮する機会としたら如何であろうか。スタールハウス

建設にともなったさまざまな環指整備は一応完了したも

のと見て，これからは新たに立然を掠i抵抹存する立場

から，間辺を見なおして符きたいと思う。J毎年，存に

は新緑の，秋にはみし、りんごのみのった高!同神(:1:から ~l:' 

本山神社までの出道を場~，森林郁を実行しているが，
炉

、血・

に|却する講演，実地指導をしていただし、た。また;森林郁

の効活についても学ぶことができたのである。

1984年の日本文学斡3年のリトリートでは， i在、の好

~な京教一心の拠り j l/fJ というテーマでディスカ、ソショ

ンが行われた。感想文によると

「このテーマをみるかぎりでは， J 3 B全員が子t:.il百の*で
款と関わりを持っているかの印象をう設けるかもしれない。しか

し，実態はその述。数名のグリスチャンはし、るものの， 1~~神JiH

;(Jが主流のグラスなのである o 1年生のりトヲートからキリス

ト教に日発し r宗教なんて大嫌いだJとL寸過激な発ijがな
され.k-ザスト者対無神論;廷の戦いと呼ぶにも等しい11，1会がふ

ったのだ。きづとその F戦~'J 汗茂起こそうという思;誌のも
とに F私の好きな宗教jというと住舗が打ち1.111されたのではない
か，などと思うのは払の考え過ぎであろうか? 宗教ι3異常に
M抗的な人認の多い，今年のディスカッシ品ンのはんの w哨じだ

が公開しよう。やはり芯;見は，キリスト教は嫌いだという発J
に姑まった。 r¥t、ったい神なおじて荷になるのだろうか?
分の心の拠り所はキリスト教でも在、教でもない。自分が本主に

諮んでいる時，去しい持に千を殺しのべてくれるのは信分の家

誌であり，友人であるのだ。ぞれなのに神にすがったりするの

は，自分に対して甘えている掛な気がするし，人IIHr下制いの

ではないだろうかJ と，辛線である。これでも 11j'.'1:.の紙と

比較すれば柔らかくなったのだ。主主u-もよの発，~ーのあった彼

女と同様の意見を持仏 1ド生の壌は fキリスト教は大城 L可

だjと芯?大に叫んでいた渇激なメンパーの…人であお。

一一中時一一

何事も信じるか謡じないか，府きか繍いかt土木人の悶ltlo私

は決してグリスチャンではないけれど，ぶ~'Iに神がイ{-恋する

で誌と患うこともあるし，事笑，明書:の中にキリストはむ1E
し，今も多くの人に読まれているのだ。人間が切;J;J~i; った11，1 ，

々:蓄の中から，持られるものがあるかもしれなし、識かがFを

差しのべてくれた持，ぞれが神との巡り合わせとJ忠える時があ

るかもしれない総本j

このようじ，ある時には正法jきって，宗教論をたたか

わすことができる。品分たちが持っている疑問を素l庇に

出すことができる自iれがある。このnlliきが今の大学に
は必要なのではないだろうか。

スクールハウスへの辺は，山本山に r~JJ ってアッヅ"ノレロ

ードを走る。:#はりんごの白い:{E，秋はみし、りんごと裁

金色の田掴の中を送る。この泣色を見て，神はHとすば
しい自然を与えて下ざるのだろうと忠わない人はいな

円
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いので、はないだろうか。持麟121錨「われ0-1に向いてはな だと思うのである。しかし，山鹿素氏が弘前学院に赴任

あぐH ・H ・」私たち一人一人右(fjl]った持は，植物のみつー されてからも長い主rrりの期間があったのである。スク一
つにも生命を与える。この神の計画を理解するためにい、ウスが建てられた頃は，弘前教会の受洗者は100才1

心と思いを…つにしてヰ:を掻けなければならないし， u を線えて京教教育はどークだったとfム・えられている。
を競らさなければならない。神は弘たちに物資歪だけで 「生活教室Jは学'1.・'t:.徒に建学の精神であるキリスト

なし人生のあらゆる聞で成めするように願っている。 教の精神を深めさせ，教師と学'1:が話し合いによって相

私たちが凶難と思われる時ι劫けを手え，喜ばしい悦命 互の親睦をはかつ，学校に早く親しませるむがu的であ
の忠、吹きを吹きこんで下ざるのだということtこう誌がつか ったが，初期においては，それまでの務議会がキリスト

なければならなし、このことは1年， 2年， 3年のリト 教信者を，[:.んだようにかなり宗教私が強くキリスト教結

ートを通して光分に感じられるものである。スクール 者を育てることも考えられていたようである。これから

ハウスでの労作はまだまだ必要である。鱗接地の森をど の「リトワートJはマンネリに陥いることのないように，

のように活用していくかは，しっかりした青写真，長期 大学としての[~n句を再開:認しあい，学ノJ:.の器製広も諮;え
計i両立基づいて，実施していかなければならない。そこ られるようにF 前段階のオリエンテーシ況ン，打ち合わ

に学生，教職員がかかわっていくことによって「建学の せを官にすることが大切であると忠れ

精神」はドj分たちのものとなっていくのではないかと忠 キリスト教主義教育が始められたのは少数教育におい

うのである。 てであった。当初は外i到の媛助によるものが多かった

おあり!と

弘前学誌のこれまでの 100年は，神の計i頗の中に義々

と進行してきた。思えば， 1859 (安政6)年「日米務好

通商条約Jが批泌され，宣教師が1E式にわが悶にやって

きた年，沖軽藩では優秀な人物音公費で江戸に留学さ

社，新知識をi肢i民させている。この本:JHのitの端である
津軽地方の近代化は日本の近代化と 111"]時に進められたの

である。そして女子のための教育もまた1871(初治4)

年，江jciから地京し，東奥義塾を創設した菊池九部によ

って，小学科女子部として始められている。これは自

のk子教育の苧.分けとして京教挿メリー・キダーが横浜

ヅぶリス女学院を開設したー午後のことで，日本人と

して始められた女子教符の車分けではないだろうか。こ

のことについては次の研究認題として置くことぶして，

今回は弘前学杭の京教教札特にスクーノい、ウスの歴史

と意義にしぼって出ベてきた。

スクールハウスは多くの人々の抗りがあって建てられ

た。この秋，スクールハウスの鱗核地の森を切り)J持d-，

fめぐみの森jの:{i砕を鰭てた。そして{I稗の到にスグ

ハウスの的革をぶしたが，これはスクールハウスが

ものであることをその沿市

を知ることによって， 一人 a人にn覚していただきたい
ためのものである。 スクーノい、ウスは， {長!Uの主主主こ建て

られるまでさまざまな施設を借j討して修長会という形で、

実姉されてきたが，特にスクー/しハウスがたてられる

っかけとなったのは，ヌヰ弘前学院宗教主主;のI11胤素氏が

弘蔀学院に赴任される前に遺愛女学説に勤務され，大江i

に為る遺骨女学院のスクーノLハウスが念頭にあったから
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し，あるいはキリスト教信者たちの寄付によって請われ

てきたので‘あるが，事!主は採算性を考えて γ ス{とが進ん

でしまっている O そういろやにあって払たちは，少人数

の教予ぎを試みているのであるc スクールハウスにおいて

μ食なともにし， .]&し， (乍業をし遊ぶ， HJLとIIJLとのふれ

あいを大切にしているのであるのともすれば京教教育は

i誌に迫いやられそうになる 11'で，どうしたらこれな守り

通すことができるのであんうか。

キリスト教主主主学校の教育方針は， ~.íll~学説の教育方

針でもある「キリスト教信若手ιもとづく教育をめざし，

神の自立に真実に'1;.き，真j較を謙惑にj島求し，愛と亭fI:の

精神をもってすべての人と社会とに対する奉仕を進んで、

製す人間の形成を11IYJとする悦」 ものでなければならな

いと思うのである。 この教育方針は聖愛高校の Wf，バ事11

〈正義)・愛・ポ11:(献身)~にも通ずるものである。本

学としてもこのニとは，はっ主りと明記すべきだと思う

のである。

100年の!H]，キリスト教主義教務をしてきたというこ

と心'ム=印することなく，弘前学院が存在しなければな

ないi'I己のイ正義-:Jllllll を I~Hïmにする責任があると忠うので

ある。
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制 f拠ノt:.に告く p.45"-'46， f玉)11盤の教育~ 221瓦。

倒 「たてごとJtfno巻第3サ〈通算46号)1978.10.5。
悌鈴とi同じ。斎藤自美子の感怨文から。
締 ブレ…ベ/レ著 f人の教育~ 5J{。

例制と[irJ[，訂正正。

料 『労作教育思想史~ 268長。

s3 Iたてごとj禁16{会第2号(通算67号)1984.2.6 
木村i母子。
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